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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

企業立
地対策

企業立地
対策事業

新規

　松野町企業誘致促進条例に基づき、㈱プロテックス・ジャパン及び源吉兆庵に対して、企業立地促進奨励金及び企業立地雇
用促進奨励金を交付するもの。
　○予算科目：７款商工費、１項商工費、２目商工振興費
　○事業概要
　　⑴　企業立地促進奨励金
　　　　・奨励金：46,000千円(投下固定資産評価額460,000千円×10％)
　　　　・交付者：㈱プロテックス・ジャパン
　　⑵　企業立地雇用促進奨励金
　　　　・奨励金：4,000千円(@500千円×宇和島市・鬼北町住民７人、松野町住民１人)
　　　　　　　　　　　　　　※広域人材供給協定に基づく、居住市町からの負担金収入あり。
　　　　・交付者：㈱プロテックス・ジャパン、源吉兆庵
　
　○財源内訳：・企業立地雇用促進奨励金関係市町負担金　3,500千円
　　　　　　  ・一般財源　　　　　　　　　　　　　　 46,500千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　 50,000千円

50,000
ふるさと
創生課

中小企
業対策

中小企業
振興事業

新規
拡充

　本町では、社会構造の変化等の影響により、中小企業者の事業の継続が難しくなっていることから、この現状を改善するた
め、事業資金確保の環境改善を行い、地域雇用の増加、地域資源の活用による地域活性化を目的として、中小企業振興の施策
を実施するもの。また併せて、宇和島圏域１市３町で、創業や開業を促すことを目的として、地域内の様々な創業支援事業者
と連携し「ワンストップ窓口」や「創業セミナー」、「コワーキングスペース」等、創業支援施策のガイドラインとなる「創
業支援事業計画」を策定する。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、２目商工振興費（町単独事業）
　○事業概要
　　⑴　中小企業振興資金融資制度の活用促進
　　　　　中小企業振興資金の活用促進のため、本融資制度の適正な運営を確保しつつ、融資対象者が制度を
　　　　活用しやすくなるよう、手続き等の仕組みを再構築するもの。
　　　　・現　　行：・融資審査委員会による融資可否審査
　　　　　　　　　　・融資額の限度：運転資金400万円
　　　　　　　　　　・融資期間：運転資金50か月
　　　　・見直し後：・ワンストップ窓口（商工会）による手続きの簡略化と審査のスピードアップ
　　　　　　　　　　・融資額の限度：運転資金500万円
　　　　　　　　　　・融資期間：運転資金60か月
　
　　⑵　利子補給制度の優遇措置拡充
　　　　　利子補給制度の補給利率や保証料補給率の拡充を図るもの。
　　　　・現　　行：・利子補給率：利息支払額の10％
　　　　　　　　　　・保証料補給：なし
　　　　・見直し後：・利子補給率：年１％
　　　　　　　　　　・保証料補給：完済時0.85％以内

　○事 業 費：利子補給補助金　2,500千円（※前年度比　＋2,100千円）

2,500
ふるさと
創生課
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

農林公社
施設整備
事業

新規

　生産性の高い農業の実現と安定した農山村の構築を図ることを目的として整備している、総合営農指導拠点施設（指定管理
者：㈱松野町農林公社）において、既存設備・機器等の老朽化に伴う更新を行い、施設の近代化及び事業の効率化を図るも
の。

　○予算科目：６款農林水産業費、１項農業費、４目担い手育成対策費
　
　○事業概要：・トマトハウスボイラー購入　：老朽化に伴う更新
　　　　　　  ・育苗施設光台車購入　　　　：老朽化に伴う更新
　
　○事 業 費：9,021千円（トマトハウスボイラー購入費　6,655千円、育苗施設光台車購入費　2,366千円）
　
　○財源内訳：・起債（過疎債）　6,600千円
　　　　　　  ・一般財源　　　　2,421千円
　　　　　　　　　　計　　　　　9,021千円

9,021 農林振興課

特産作物
推進事業
(農地開発
団地再生
事業)

新規

　耕作放棄地の解消を目指すとともに、源吉兆庵への加工用桃の安定供給の確保、また、地域おこし協力隊が事業主体となる
ことで、移住・定住につなげる施策の一環として、町内農地開発団地の再生を図るもの。

　○予算科目：６款農林水産業費、１項農業費、４目担い手育成対策費
　
　○事業概要：・整備箇所：延野々五郎丸団地
　　　　　　　・面　　積：10,098㎡
　　　　　　　・事業内容：農地再生作業、桃苗木植栽、有害獣用金網設置
　
　○事 業 費：特産作物推進事業費補助金　7,998千円
　
　○財源内訳：・起債（過疎債）　7,900千円
　　　　　　  ・一般財源　　　　   98千円
　　　　　　　　　　計　　　　　7,998千円

7,998 農林振興課

まきス
テーショ
ン設備等
整備事業

新規
継続

　切捨間伐材等を薪として利用することにより、薪を原料とした木質バイオマスに取り組み、林家所得の向上を図るととも
に、間伐等の森林整備を進めるため、切捨間伐材等を受入れ、薪に加工し、販売する「薪ステーション」を平成27年度に整備
しているが、運営費の一部を助成するとともに、運営に必要となる設備の整備を図るもの。

　○予算科目：６款農林水産業費、２項林業費、２目林業振興費
　
　○事 業 費：10,373千円（油圧ショベル購入費　6,912千円、薪運搬用コンテナ購入費　961千円
　　　　　　　　　　　　　まきステーション運営費補助金　2,500千円）
　
　○財源内訳：・起債（過疎債）　　　9,400千円
　　　　　　  ・一般財源　　　　　　  973千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　 10,373千円

10,373 農林振興課

産業の
振興



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

やさしい
トイレリ
フレッ
シュ事業

拡充

　町内の観光施設の公衆トイレは、大半が和式トイレとなっており、整備後15年以上経過し、経年劣化がみられる。
　近年、トイレの洋式化を望む声が多く、子どもから高齢者、外国人等安心して、快適に利用できるようトイレの洋式化を行
い、観光地のイメージアップを図るもの。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、３目観光費
　
　○改修箇所：・虹の森公園レストラン　　　１か所　　・虹の森公園駐車場　　　６か所
　　　　　　　・虹の森公園やすらぎゾーン　３か所　　・ＪＲ松丸駅コンコース　４か所　　計14か所(※H28：７か所)
　
　○事 業 費：3,863千円（工事請負費）
　
　○財　　源：観光産業振興基金

3,863
ふるさと
創生課

観光施設
設備等整
備事業

新規

　森の国ホテル、虹の森公園、森の国ぽっぽ温泉等における既存設備等の老朽化に伴い更新するもの。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、３目観光費
　
　○事業概要：森の国ホテル外壁改修工事　1,328千円、虹の森公園かごもり市場廃熱対策工事　921千円
　　　　　　　虹の森公園ガラス工房前トイレ換気扇改修工事　487千円、虹の森公園円形水槽海水温調
　　　　　　　ユニット改修工事　2,670千円、ぽっぽ温泉送水自動排水設備工事　741千円、大門温泉源
　　　　　　　泉１号井戸孔内洗浄工事　248千円、大門温泉源泉ポンプ購入費　281千円
　
　○事 業 費：6,676千円（工事請負費　6,395千円、備品購入費　281千円）
　
　○財　　源：観光産業振興基金

6,676
ふるさと
創生課

移住・
定住対
策

移住支援
コーディ
ネーター
推進プロ
ジェクト
事業

新規

　移住に必要となる住宅・就職・就農、さらには婚活等の情報を取りまとめ、移住に関しワンストップでトータルコーディ
ネートする専門スタッフを設置するもの。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、８目企画費（町単独事業）

　○業務内容：移住に関する情報発信、移住希望者対応、空き家調査、空き家バンクの運営等

　○設置人員：１人

　○事 業 費：3,299千円（報酬　1,295千円、旅費　424千円、需用費250千円、移住・定住チラシ作成委託料300千円
　　　　　　　　　　　　 移住・定住ホームページ作成委託料300千円、自動車借上料480千円、パソコン・プリンタ
　　　　　　　　　　　　 購入費250千円）

  ○財　　源：一般財源（特別交付税）

3,299
ふるさと
創生課

産業の
振興
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

移住者住
宅改修支
援事業

継続

　自らが移住するために空き住宅の改修等を行う県外からの移住者（働き手世帯及び子育て世帯限定）に対し、住宅改修費及
び家財道具等の処分費を補助するもの。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、８目企画費
　
　○事業概要：町は改修費の2/3を補助金として移住者へ交付し、県は町が交付する町補助金の1/2を町へ交付する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【※実質負担割合：県1/3、町1/3、移住者1/3】
　　　　　　　・住宅改修費（子育て世帯１件当たり最大）
　　　　　　　　　6,000千円＝県2,000千円＋町2,000千円＋移住者2,000千円
　　　　　　　・家財道具の搬出等（１件当たり最大）
　　　　　　　　　600千円＝県200千円＋町200千円＋移住者200千円（２世帯分）
　
　○事 業 費：移住者住宅改修支援事業費補助金　4,400千円

　○財源内訳：・移住者住宅改修支援事業費補助金（県補助金）　2,200千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,200千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,400千円

4,400
ふるさと
創生課

おためし
移住宿泊
事業

継続

　移住希望者が一定期間、町内の農家民宿等で移住体験ができる機会を提供し、移住の具体的なイメージを実感したうえで移
住することにより、将来的に定住へ繋げることを目的に、移住希望者に対して宿泊費の一部補助を行うもの。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、８目企画費（町単独事業）
　
　○事業概要：移住者希望者自己負担額　おためし移住１泊1,000円／人・小学生以下無料
　　　　　　　補助額　・大人　　　4,000円×20日×２人×５件＝800千円
　　　　　　　　　　　・小学生以下3,000円×20日×２人×５件＝600千円
　
　○事 業 費：おためし移住宿泊費補助金　1,400千円

1,400
ふるさと
創生課

移住・
定住対
策



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

定住促進
事業

継続

　過疎化・少子高齢化が進行する中、定住の促進により地域の活性化を図り、もって町民の福祉の増進に寄与することを目的
として、次の奨励措置を行う。
　また、移住・定住促進対策の一環として、住宅の増改築やリフォーム工事を行う者に対し、住環境整備を推進するととも
に、地域経済の活性化に寄与することを目的として、次の補助金を交付する。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、８目企画費

　○事 業 費
　　⑴　結婚祝金
　　　　・１件当たり　現金100千円×10件分　　　　＝1,000千円
　
　　⑵　出産祝金
　　　　・第１～２子：現金  100千円×10件　　　　＝1,000千円
　　　　・第３子　　：現金  500千円×３件　　　　＝1,500千円
　　　　・第４子　　：現金  700千円×２件　　　　＝1,400千円
　　　　・第５子以上：現金1,000千円×１件　　　　＝1,000千円　　小計　4,900千円
　
　　⑶　定住住宅建築奨励金
　　　　・１件当たり　現金1,000千円×３件分　　　＝3,000千円
　
　　⑷　住宅リフォーム補助金
　　　　・１件当たり　200千円（補助金上限）×15戸＝3,000千円
　
　○財　　源：起債（過疎債）

11,900
ふるさと
創生課

空家再生
等推進事
業

新規

　町内における空き家の実態を把握し、利活用の促進や地域住民の生活環境を保全することを目的に、町内全域の「空き家等
の実態調査」を行い、総合的な空き家対策の検討資料にするとともに、今後の空き家等の対策に活用する基礎資料とするた
め、庁内で情報共有できる空き家のデータベースを作成するもの。
　また、安全・安心な住環境づくりを推進するため、町内の老朽化した危険な空き家住居の除去を行う方に対し、除去費（最
大80万円）の一部補助による支援を行う。

　○予算科目　：８款土木費、４項住宅費、１目住宅管理費

　○事 業 費　：6,154千円〔空家等対策協議会委員謝礼　40千円、空家再生等推進事業空家実態調査委託料　4,514千円、
　　　　　　　　　　　　　 空家再生等推進事業費補助金　1,600千円（２件分）〕
　　　　　　　　　　　　　　※補助要件：構造の腐朽又は破損が著しく危険性が高いもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建物が２戸以上立ち並んでいる道路の沿道にあること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倒壊すれば前面の道路を塞ぎ、避難等に支障をきたす恐れがあるもの　等

　○財源内訳：・社会資本整備総合交付金（国庫補助金）　3,050千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　3,104千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　6,154千円

6,154 建設環境課

移住・
定住対
策
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

移住・
定住対
策

定住促進
住宅建設
事業

新規

　定住促進による人口の増加及び地域の活性化を図るため、平成28年度に世帯用１棟５戸の定住促進住宅を整備し、平成29年
度については、単身用の住宅を整備するもの。

　○予算科目　：８款土木費、４項住宅費、１目住宅管理費

　○事業概要　：・単身用１棟８戸分
　　　　　　　　・構造：木造２階建
　　　　　　　　・延床面積：262.46㎡

　○建設予定地：旧若葉寮跡地

　○事 業 費　：97,068千円（工事監理委託料　3,024千円、建築確認申請手数料　40千円
　　　　　　　　　　　　　　建築確認完了検査手数料　44千円、工事請負費　93,960千円）

　○財源内訳　：・起債（過疎債）　　72,700千円
　　　　　　　　・一般財源　　　　　24,368千円
　　　　　　　　　　　計　　　　　　97,068千円

97,068 建設環境課

子育て
支援

愛顔の子
育て応援
事業

新規

　子ども子育て支援の一環として、第１子から出生時に約１年分の紙おむつが購入できる券（1,000円×50枚綴り）を交付
し、保護者の経済的な負担軽減及び少子化対策の充実を図るもの。

　○予算科目：３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費
　
　○事業概要：県内企業の製品を在住市町内等の店舗で購入するしくみとし、月締めで事業所からの請求により、
　　　　　　各市町が事業所へ支払うもの。
　
　○事 業 費：756千円（消耗品費　６千円、愛顔の子育て応援事業費補助金　750千円）

　○財源内訳：・愛顔の子育て応援事業費補助金（県補助金）　175千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　581千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　756千円

756 町民課



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

防災・
減災対
策

庁舎建設
基金積立
事業

継続

　昭和36年に竣工した本庁舎は、経年劣化による亀裂や雨漏りが見受けられ、耐震診断については、耐震性能が法定値以下の
部分があり、健全とは言い難い耐震性能グレードＣランクに判定され、大規模地震発生時には倒壊の恐れがある。
　地震直後の使用は難しいとの結果を踏まえ、「庁舎耐震問題に関する基本計画」を25年度に策定し、庁舎建設の財源を確保
するため、継続して基金の積み立てを行うもの。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、６目財産管理費
　
　○積 立 額：庁舎建設基金積立金　35,193千円（平成28年度末積立額見込み：245,403千円）
　
　○計画期間：平成25年度～平成29年度
　
　○全体計画：＠35,000千円×５年＝175,000千円＋平成25・27・28年度追加分105,000千円＝280,000千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※利子相当分を除く）
　
　○今後の庁舎建設スケジュール
　　・平成29年度　　　　　　：基本整備計画書の作成
　　・平成30年度　　　　　　：実施設計
　　・平成31年度～平成32年度：本体工事

35,193 総務課

8



9

分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

ため池整
備事業

新規

　町内吉野の梁瀬地区には、ため池が４か所あり、古くから大切な農業用水の水源として利用され、ため池への依存度が高い
地域となっている。しかしながら、老朽化や今後発生が予測される東南海・南海トラフ地震等による、ため池の決壊等の災害
が危惧されている。
　中でも梁瀬下池は老朽化が著しく、早急な改修が必要となっていることから、ため池災害から地域住民の生命、身体及び財
産を守り、梁瀬地区の防災力向上を図るため、ため池改修事業を実施するもの。
　
　○予算科目：６款農林水産業費、１項農業費、５目農地費

　○事 業 費：ため池等整備事業費負担金　3,000千円
　　　　　　　　・負担割合：国55％、県25％、町17％、受益者３％
　　　　　　　　・H29事業費15,000千円：国8,250千円、県3,750千円、町2,550千円、受益者450千円

　○財源内訳：・起債（過疎債）　　　　　　2,500千円
　　　　　　　・ため池等整備事業費分担金    450千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　 50千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　  3,000千円
　
　○これまでの取り組み
　　・平成27年度：ため池ハザードマップを作成し、地域住民に配布
　　・平成28年度：梁瀬下池改修に向けた事業計画書作成

　○今後のスケジュール
　　・平成29年度：詳細測量設計
　　・平成30年度～平成31年度：改修工事

3,000 農林振興課

橋梁修
繕・舗装
修繕事業

継続

　橋梁長寿命化改修計画及び舗装修繕計画に基づき、計画的に老朽化した橋梁及び道路舗装の修繕を実施するとともに、防
災・安全対策として、町道の法面・盛土・擁壁等の点検を実施する。

　○予算科目：８款土木費、２項道路橋梁費、３目道路新設改良費
　
　○事業概要：・橋梁修繕事業　　　　　　　　　８橋
　　　　　　　・橋梁長寿命化修繕計画策定業務　119橋
　　　　　　　・舗装修繕事業　　　　　　　　　５路線
　　　　　　　・法面、盛土、擁壁等点検業務　　15路線
　
　○事 業 費：106,000千円（橋梁修繕調査設計委託料　17,000千円、橋梁長寿命化修繕計画策定委託
　　　　　　　　　　　　　 料　15,000千円、法面・盛土・擁壁等点検委託料　5,000千円、工事請
　　　　　　　　　　　　　 負費　69,000千円）
　
  ○財源内訳：・防災・安全社会資本整備交付金（国庫補助金）　 74,200千円
　　　　　　　・起債（過疎債）　　　　　　　　　　　　       31,800千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　  　      106,000千円

106,000 建設環境課

防災・
減災対
策



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

小型動力
ポンプ付
積載車更
新事業

新規

　消防団第３分団第１部（吉野）のポンプ自動車については、整備から24年が経過し老朽化が著しく、また現在のポンプ自動
車では、水利の確保が困難な箇所もあるため、地域の特性に応じて、より効率で効果的な小型動力ポンプ付積載車に変更して
更新を行うもの。

　○予算科目：９款消防費、１項消防費、２目消防施設費
　
　○事業概要：小型動力ポンプ付積載車１台及び付属品１式
　
　○事 業 費：小型動力ポンプ付積載車購入費及び諸経費　6,792千円
　
　○財源内訳：・起債（過疎債）　　　6,700千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　 　92千円
              　　　計         　 　6,792千円

6,792
防災安全
課

小型動力
ポンプ更
新事業

新規

　消防団第２分団第１部（豊岡前）の小型動力ポンプについて、整備から20年経過したため老朽化に伴い更新するもの。

　○予算科目：９款消防費、１項消防費、２目消防施設費
　
　○事業概要：小型動力ポンプ１台及び付属品１式
　
　○事 業 費：小型動力ポンプ購入費　2,019千円
　
　○財源内訳：・起債（過疎債）　　　2,000千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　 　19千円
              　　　計         　 　2,019千円

2,019
防災安全
課

防災・
減災対
策

10
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

　
　大規模災害発生時には、行政や消防防災関係機関の活動能力が著しく低下することが想定される中、本町では自助・共助を
基本に、防災士をはじめ自主防災組織を中心に各種訓練等を実施し、安全で安心なまちづくりを推進している。
　29年度においては防災フェアや避難訓練・避難所体験事業のほか、職員用・避難所用備蓄物資の補充や防災資機材の購入、
また町内小中学校では防犯対策として、各学校に防犯カメラを設置するもの。

　○予算科目：９款消防費、１項消防費、　４目災害対策費（町単独事業）
　　　　　　　10款教育費、２項小学校費、１目学校管理費（町単独事業）
　　　　　　　10款教育費、３項中学校費、１目学校管理費（町単独事業）

　○事業概要
　　⑴　避難訓練及び避難所体験事業
　　　　・目　　的：避難所での生活体験を通して、避難所運営方法の課題抽出を行うとともに、実際に避難所生活を体験
　　　　　　　　　することで、災害に対する意識の高揚を図ることを目的に、避難訓練及び避難所体験を実施するもの。
　　　　・実施時期：未定　・定員：50人　・場所：コミュニティセンター
　　　　・内　　容：○１日目／傷病者の手当訓練、非常食の試食、震災関連ＶＴＲ放映、避難所生活体験等
　　　　　　　　　　○２日目／炊き出し訓練、消火訓練等
　　　　・事 業 費：55千円（消耗品費25千円、食糧費30千円）
　
　　⑵　防災フェアの開催
　　　　・目　　的：各種展示、映像及び体験等を通じて、地震、風水害、火災などの災害について認識を深め、災害に対
　　　　　　　　　する心構え、防災知識の普及、意識の高揚を図り、災害に対する備えの充実強化を目指し開催するもの。
　　　　・実施時期：未定　・場所：コミュニティセンター外
　　　　・内　　容：消火訓練等体験型の訓練、消防・警察車両等の展示、防災グッズの展示　外
　　　　・事 業 費：40千円（消耗品費25千円、食糧費15千円）

　　⑶　備蓄物資の補充・防災資機材の整備
　　　　・職員用備蓄物資　：ドライカレー外（1,350食）、保存水（2,712本）
　　　　・避難所用備蓄物資：ドライカレー外（600食）、保存水（2,016本）、ダンボール間仕切り（100セット）
　　　　　　　　　　　　　　ダンボールベット（100セット）、毛布（200枚）、カセットコンロ・ガス（５組）
　　　　・事 業 費：5,004千円（消耗品費）
　　　　・財源内訳：・災害対策基金　5,000千円
　　　　　　　　　　・一般財源　　　　　4千円
　　　　　　　　　　　　計　　　　　5,004千円
　
　　⑷　小中学校への防犯カメラの設置
　　　　・事 業 費：・小学校：防犯カメラ使用料　374千円（リース方式・月額：@31,158円×12か月）
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全体リース料：５年　@31,158円×60回＝1,869,480円
　　　　　　　　　　・中学校：防犯カメラ使用料　118千円（リース方式・月額：@ 9,828円×12か月）
　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全体リース料：５年　@ 9,828円×60回＝  589,680円

防災・
減災対
策

防災対策
事業

新規

防災安全
課

教育課

5,591



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

　地域住民の交通の安全、生活福祉の向上及び生活環境の整備を図るため、次の道路新設改良工事等を行うもの。

　○予算科目：８款土木費、２項道路橋梁費、２目道路維持費（町単独事業）
　　　　　　　８款土木費、２項道路橋梁費、３目道路新設改良費
　
　○事業概要
　　⑴　町道富民一宮線改良事業費（※継続）
　　　　・概　　要：Ｌ＝70ｍ、Ｗ＝3.0
　　　　・計画期間：平成22年度～平成29年度
　
　　⑵　町道鈴井線改良事業費（※新規）　　　　　　事 業 費：原材料費　7,000千円
　　　　・概　　要：Ｌ＝110ｍ、Ｗ＝5.0　　　　　　（※事業が小規模であるため、町直営班で対応。）
　　　　・計画期間：平成29年度～平成31年度
　
　　⑶　町道七森線改良事業費（※新規）
　　　　・概　　要：Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0
　　　　・計画期間：平成29年度

　　⑷　町道葛川富岡線改良事業費（※継続）
　　　　・概　　要：Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ
　　　　・計画期間：Ｈ23～Ｈ30
　　　　・事 業 費：18,230千円（事務費　480千円、工事請負費　16,000千円、公有財産購入費　1,000千円
　　　　　　　　　　　　　　　　物件移転補償費　750千円）
　　　　・財源内訳：・社会資本整備総合交付金（国庫補助金）　12,425千円
　　　　　　　　　　・起債（辺地債）　　　　　　　　　　　　 5,800千円
　　　　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　 5千円
　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　18,230千円
　
　　⑸　町道上目黒浅辺線改良事業費（※継続）
　　　　・概　　要：Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ
　　　　・計画期間：Ｈ23～Ｈ32
　　　　・事 業 費：25,680千円（事務費　680千円、工事請負費　25,000千円）
　　　　・財源内訳：・社会資本整備総合交付金（国庫補助金）　17,500千円
　　　　　　　　　　・起債（過疎債）　　　　　　　　　　　　 8,100千円
　　　　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　80千円
　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　25,680千円

道路新設
改良事業

生活環
境の整
備

50,910
新規
継続

建設環境課

12
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

生活環
境の整
備

駐車場舗
装事業

新規

　施設利用者の利便性の向上を図ることを目的に、松野町隣保館及び森の国ふれあいセンター駐車場の舗装工事を行うもの。

　○予算科目　：３款民生費、１項社会福祉費、６目隣保館費（町単独事業）
　
　○事 業 費
　　⑴　松野町隣保館：3,059千円（用地測量委託料　450千円、測量設計委託料　138千円、工事請負費　2,471千円）
　
　　⑵　森の国ふれあいセンター：5,641千円（測量設計委託料　359千円、工事請負費　5,282千円）

8,700 町民課

情報通
信環境
の整備

情報系シ
ステム等
セキュリ
ティ強化
対策事業

新規

　情報系システムのウイルス対策等をはじめ、個人情報の流出を防ぐことを目的に、システムのセキュリティを強化するとと
もに、小中学校ネットワーク機器の経年劣化に伴う更新を行うもの。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、14目電算管理費（町単独事業）
　
　○事 業 費
　　⑴　ファイル無害化システム構築費　3,162千円（ファイル無害化ソフトウェア保守委託料　1,039千円、ファイル無害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 化ソフトウェア購入費　2,123千円）
　　　・事業内容：自治体情報セキュリティ強靭性の向上に伴い、27年度にインターネット分離を行っているが、標的型
　　　　　　　　メールへの対応として、当機器を導入し、インターネット側で受け取ったデータを無害化（ウイルス
　　　　　　　　チェック等）して、ＬＧＷＡＮ系（業務系）端末へ転送し、セキュリティの強化を図るもの。
　
　　⑵　自治体情報セキュリティクラウド設定変更委託料　1,266千円
　　　・事業内容：愛媛県セキュリティクラウドへの移行に伴う、新規及び既存システムの設定変更を行うもの。

　　⑶　ホームページシステム改造委託料　3,478千円
　　　・事業内容：既存サーバーの経年劣化に伴う更新が必要となっている中、自治体情報セキュリティ強靭性の向上等を
　　　　　　　　踏まえ、サーバー機器１台構成から２台構成に変更・更新することで、更なるセキュリティの強化を図る
　　　　　　　　もの。
　
　　⑷　自治体情報セキュリティクラウドサービス使用料　3,396千円
　　　・事業内容：愛媛県自治体情報セキュリティクラウドへ移行することにより、セキュリティの強化を図るもの。
　
　　⑸　小中学校ネットワーク機器購入費　3,780千円
　　　・事業内容：情報系ネットワーク機器の経年劣化に伴い、機器の更新を行うもの。

15,082 総務課



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

ふれあい
交流館駐
車場拡張
事業

新規

　ふれあい交流館（森の国ぽっぽ温泉）は、現在、松丸駅前広場を駐車場（約50台）として利用しているが、利用者数の増加
により駐車場が経常的に不足している。
　また、ふれあい交流館福祉部門の指定管理者である、社会福祉協議会の車両についても、駐車場の確保が困難で支障をきた
していることから、松丸駅前広場の駐車場を拡張するもの。
　
　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、６目財産管理費
　
　○事業概要：駐車場不足を解消するため、ふれあい交流館隣接地の民有地を買収し、駐車場の拡張工事を行うもの。
　　　　　　　・買収面積：宅地　615.10㎡
　　　　　　　・駐車可能台数：18台
　　　　　　　・工事概要：舗装工Ａ＝579.5㎡、側溝工、擁壁工、防護柵工

　○事 業 費：18,466千円（測量設計委託料　290千円、工事請負費　6,665千円、用地購入費　11,011千円
　　　　　　　　　　　　　物件移転補償費　500千円）

　○財源内訳：・起債（過疎債）　18,400千円
　　　　　　　・一般財源　　 　　　 66千円
　　　　　　　　　　計　　　　　18,466千円

18,466 総務課

森の国観
光交流促
進プログ
ラム事業

拡充

　地域住民が主体となって実施する、観光交流事業などの地域振興に関わる事業に対し補助金を交付するもの。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、３目観光費
　
　○対象事業：・町の魅力を高め、地域活性化に資するもので、継続性が見込まれるもの。
　　　　　　　・過去に同補助金、または同一事業について他の補助制度による補助金の交付を受けていないもの。
　
　○対 象 者：町内に所在地を置く町長が認めた団体または法人
　
　○限 度 額：一事業実施主体あたり　250千円

　○事 業 費：森の国観光交流促進プログラム事業補助金　1,500千円（@250千円×６件）
　
　○財　　源：起債（過疎債）

1,500
ふるさと
創生課

観光交
流・Ｐ
Ｒ事業
の推進

14
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

観光交
流・Ｐ
Ｒ事業
の推進

森の国誘
客促進事
業

新規

　町外からの誘客を促進するため、旅行会社が造成する募集型企画旅行及び受注型企画旅行の経費の一部に対して、予算の範
囲内で補助金を交付するもの。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、３目観光費
　
　○助成要件
　　・発地は町外であること。
　　・虹の森公園若しくは森の国ホテルを含む松野町の観光施設又はイベントを２か所以上旅程に組み込むこと。
　　・町外からの参加者が、15名以上（実績ベース）であること。
　　・募集チラシ等に「松野町へ行こうよ!」と記載すること。
　　・「学校行事として実施する旅行」、「国・地方公共団体・公的団体が実施する会議、研修旅行」又は「宗教活動、
　　政治活動を目的とした旅行」でないこと。
　
　○助成対象経費及び助成額
　　・助成対象経費：バス借用費
　　・助成額　　　：バス１台あたり　　　　　50千円
　　・加算額　　　：①町内で昼食をとる場合　10千円
　　　　　　　　　　②町内で宿泊する場合　　30千円
　　・上限額　　　：バス借用費の半額
　
　○助成限度額：１事業所あたり　300千円

　○事 業 費：森の国誘客促進事業補助金　1,000千円
　
　○財　　源：起債（過疎債）

1,000
ふるさと
創生課



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

観光交
流・Ｐ
Ｒ事業
の推進

森の国Ｄ
ＭＯ研究
会事業

新規

　町の有する地域資源などを活用した効果的な誘客や集客力向上を図るための中核的な役割を担うＤＭＯ※　機能を有した組
織の設立に向け、その組織の使命や目指すべき方向性を産官学連携により研究会を開催し議論を深めることを目的とする。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、３目観光費
　
　○事業概要：テーマ「研究と実践」
　　　　　　　　・ワークショップの開催（毎月１回のペースで開催）
　　　　　　　　・講師による講義、講演会
　　　　　　　　・地域資源の研究と活用
　　　　　　　　・他地域との交流による情報発信とネットワーク強化
　　　　　　　　・先進事例視察

　○参 加 者：観光交流産業に携わる方、行政、県内有識者をはじめ、広く松野町の住民の方の参加を募る。

　○事 業 費：1,351千円
　　　　　　　・内訳：報償費1,000千円（著名人@200千円×２回＝400千円、県内講師@50千円×12回＝600千円）
　　　　　　　　　　　旅費351千円（費用弁償282千円、普通旅費69千円）
　
　○財源内訳：・新ふるさとづくり総合支援事業費補助金（県補助金）　675千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　676千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,351千円

　※ＤＭＯ（ﾃﾞｨｽﾃｨﾈｰｼｮﾝ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ）
　　　観光交流施策や産業を切り口として、町の有する課題を解決していく仕組みや取り組み。そしてその取り組みを
　　担う組織や機能。

1,351
ふるさと
創生課
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

観光交
流・Ｐ
Ｒ事業
の推進

松野四万
十バイク
レース開
催事業

拡充

　本町及び四万十地域には、良好な状態の未舗装の林道が多く、近年未舗装の林道を自転車で走行するオフロード競技への関
心が高まっている。
　また国内外の大会でも、多くの観光客が訪れている中、本町及び四万十地域の林道を活用した「松野四万十バイクレース大
会」を開催するため、実行委員会に対し補助金を交付するもの。

　○予算科目：７款商工費、１項商工費、３目観光費
　○日　　程：平成29年10月29日（日）
　○コ ー ス：アルティメット　　　150km
　　　　　　　アドバンスド　　　　130km
　　　　　　　バイク＆キャニオン　 20km
　○募集定員：255人
　○参 加 費：アルティメット　14,000円、アドバンスド　11,000円、バイク＆キャニオン　12,000円
　　　　　　　　※１人あたり参加料、早期申込は割引あり
　○事 業 費：松野四万十バイクレース開催費補助金　3,000千円
　○財　　源：新ふるさとづくり総合支援事業費補助金（県補助金）

3,000
ふるさと
創生課

保健及
び福祉
の向上

人工透析
患者等通
院交通費
助成事業

新規

　慢性的な疾病等により、医療機関へ定期的かつ長期的に通院しなければならない重度心身障害者等に対して、通院に要する
交通費の一部を助成することで、経済的負担を軽減し、もって福祉の増進を図ることを目的とするもの。

　○予算科目：３款民生費、１項社会福祉費、４目障害者福祉費（町単独事業）

　○助成対象者：次の①と②の両方に該当する方
　　　　　　　　①松野町重度心身障害者医療費受給者証をお持ちの方
　　　　　　　　②次のいずれかに該当する慢性的疾病等の受給者証等をお持ちの方
　　　　　　　「特定疾病療養受療証、自立支援医療受給者証、特定医療費(指定難病)受給者証、特定疾患医療受給者証」

　○事 業 費：人工透析患者等通院交通費助成金　600千円（@5,000円×10人×12か月）　○財源：一般財源

600 保健福祉課

ふるさ
と納税
の推進

ふるさと
納税推進
事業

拡充

　生まれ育ったふるさとを応援したい、自分と関わり想い出のある地域を応援したい、という想いを形にする制度として創設
されている「ふるさと納税制度」について、ふるさと納税をしていただいた方に対する返礼品の充実を図るほか、納税情報や
ワンストップ特例に係る納税者のマイナンバー等をシステム管理するもの。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、８目企画費

　○事 業 費：12,665千円（ふるさと納税謝礼　2,700千円、需用費　90千円、役務費　300千円、ふるさと納税
　　　　　　　　　　　　　管理システム構築委託料　1,379千円、ふるさと納税申込システム使用料　49千円
　　　　　　　　　　　　　ふるさと納税クレジット決済システム使用料　146千円、ふるさと応援基金積立金
　　　　　　　　　　　　　8,001千円）

　○財源内訳：・ふるさと応援寄附金　     　8,000千円
　　　　　　　・ふるさと応援基金預金利子 　　　1千円
　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　 4,664千円
　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　12,665千円

12,665
ふるさと
創生課



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

　河後森城跡国史跡指定20周年を記念した各種事業の実施をはじめ、町内で１棟のみ現存し、町指定文化財となっている茅葺
き屋根の建物を活用した事業を展開することで、茅葺き文化の普及・啓発を図るとともに、地域の文化の振興及び地域活性化
につなげるもの。

　○予算科目：10款教育費、４項社会教育費、７目文化振興費
　
　○事 業 費
　　⑴　武家儀礼体験学習会
　　　・事業内容：本郭主殿舎で執り行われていたと考えられる武家儀礼を再現する体験学習。これまで活動してきた戦国
　　　　　　　　の食学習会の成果報告と併せて、現地で武家儀礼体験を実施する。
　　　・日　　程：平成29年10月～11月頃開催予定
　　　・事 業 費：1,722千円（賃金　310千円、舞台設置委託料　977千円、借上料　335千円、備品購入費　100千円）
　　　・財源内訳：・国宝重要文化財等保存整備費補助金（国庫補助金） 861千円
　　　　　　　　　・起債（過疎債）　　　　　　　　　　　　　　　　 800千円
　　　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　61千円
　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　   　1,722千円
　
　　⑵　第３回清良記シンポジウム
　　　・事業内容：河後森城跡周辺と土佐側勢力の関係について、文献史料や絵図、地名、発掘調査成果等から検討するシ
　　　　　　　　ンポジウム。宇和島市・鬼北町・松野町の３市町連携により実施してきたシンポジウムの３回目を本町で
　　　　　　　　開催するもの。
　　　・日　　程：平成30年３月開催予定
　　　・事 業 費：929千円（賃金　260千円、旅費　63千円、報償費　120千円、印刷製本費　486千円）
　　　・財源内訳：・国宝重要文化財等保存整備費補助金（国庫補助金） 464千円
　　　　　　　　　・起債（過疎債）　　　　　　　　　　　　　　　　 400千円
　　　　　　　　　・一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  65千円
　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　929千円

　　⑶　河後森城跡西第十曲輪復元建物屋根（馬屋屋根）修繕事業
　　　・事業内容：平成13年度に整備した復元建物が、整備から15年が経過し、屋根の老朽化が著しいため、20周年を期に
　　　　　　　　修繕を行うもの。
　　　・事 業 費：工事請負費　2,682千円
　　　・財　　源：一般財源

　　⑷　茅葺き文化継承体験事業
　　　・事業内容：茅葺き屋根の茅替え体験の実施のほか、茅葺き建物の歴史的意義や伝統技術を継承することの重要性に
　　　　　　　　ついて、専門家による講演会等を開催するもの。
　　　・事 業 費：2,400千円（賃金　496千円、報償費　260千円、旅費120千円、消耗品費　852千円、印刷製本費55千円
　　　　　　　　　　　　　　 通信運搬費　27千円、傷害保険料　５千円、借上料585千円）
　　　・財源内訳：・新ふるさとづくり総合支援事業費補助金（県補助金） 1,200千円
　　　　　　　　　・起債（過疎債）　　　　　　　　　　　　　　　 　　1,200千円
　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   2,400千円

文化振興
事業

新規 7,733
文化の
振興

教育課
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分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

国体の
推進

えひめ国
体推進事
業

継続

　第72回国民体育大会（愛顔つなぐえひめ国体）として、本町においてデモンストレーションスポーツ等を実施するもの。

　○予算科目：10款教育費、５項保健体育費、６目国体推進費（町単独事業）

　○日 程 等
　　⑴　近代３種
　　　　・期日：平成29年８月20日(日)８:30～
　　　　・会場：松野西小学校
　
　　⑵　ゲートボール
　　　　・期日：平成29年10月８日(日)８:30～
　　　　・会場：松野中学校
　
　○事 業 費：5,472千円（共済費　291千円、賃金　2,008千円、報償費　270千円、旅費　1,898千円
　　　　　　　　　　　　 需用費　962千円、役務費　10千円、駐車場案内等委託料　33千円）

　○財源内訳：愛媛国体会場地市町運営交付金(県補助金)　1,017千円
　　　　　　　雇用保険料個人分納付金　　　　　　　　　　　7千円
　　　　　　　一般財源　　　　　　　　　　　　　　　　4,448千円
　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　5,472千円

5,472 教育課



分野 事業名 区分 事　　　　業　　　　内　　　　容
総事業費
（千円）

所管課

　宇和島市、鬼北町、愛南町、松野町の４市町で構成されている宇和島地区広域事務組合において、廃棄物処理、福祉、消防
などの事業について、市町の行政区域を越えて連携・協力し、スケールメリットを生かした効率の良い行政サービスを行うも
の。
　なお、29年度における本町の負担金は次のとおり。

　○予算科目：２款総務費、１項総務管理費、８目企画費

　○事 業 費：宇和島地区広域事務組合負担金　258,838千円（※前年度比△217,470千円・△45.7％）

  ○財源内訳：・起債（過疎債）　 83,200千円
　　　　　　　・一般財源　　　　175,638千円
　　　　　　　　　　計　　　　　258,838千円

　○主な事業（増減の主なもの）
　　⑴　熱回収施設等建設事業費（施設本体工事、設計施工監理）　　　　　　　　　101,938千円
　　　　　【前年度比△175,918千円、△63.3％・財源内訳：過疎債69,700千円、一般財源32,238千円】

　　⑵　環境センター費（管理運営費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 21,325千円
　　　　　【皆増・財源：一般財源】

　　⑶ （仮称）寿楽荘改築事業費・養護分（施設改築工事、施工監理　外）
　　　　　【皆減・△44,517千円】

　　⑷ （仮称）寿楽荘改築事業費・救護分（施設改築工事、施工監理　外）
　　　　　【皆減・△21,516千円】
　
　　⑸　鬼北環境センター費（管理運営費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14,075千円
　　　　　【前年度比△9,298千円、△39.8％・財源：一般財源】

　　⑹　広見広楽荘改築事業費（敷地造成工事監理・工事、本体工事監理、工事）　　　8,683千円
　　　　　【前年度比＋4,501千円、＋107.6％・財源内訳：過疎債8,600千円、一般財源83千円】
　
　　⑺　旧吉田愛生寮解体撤去事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,193千円
　　　　　【皆増・財源：一般財源】

　　⑻　旧津島荘解体撤去事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,172千円
　　　　　【皆増・財源：一般財源】

　　⑼　消防費（運営費、高規格救急自動車・小型動力ポンプ付積載車購入費　外）　 66,717千円
　　　　　【前年度比＋3,868千円、＋6.2％・財源内訳：過疎債4,000千円、一般財源62,717千円】

広域行
政の推
進

宇和島地
区広域事
務組合事
業

継続 258,838
ふるさと
創生課

20


